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長崎県・佐賀県女性薬交流会並びに研修会報告 
プログラム日程２月４日（土）～５日（日） 

＊ランタンフェスティバル散策後、長崎県女性薬剤師との交流懇親会 

＊研修会①薬学６年制教育について（長崎国際大学 健康管理学部 榊原隆二教授） 

    ②今の薬剤師とこれからの薬剤師（長崎大学 医学部付属病院薬剤部長 佐々木 均教授） 

    ③女性薬剤師の社会貢献（中央大学開発機構客員研究員 佐賀県女性薬理事 北島悦子先生） 

（参加しての感想） 

★長崎県女性薬の先生方のご案内で、ﾗﾝﾀﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙへ上海南京の街並みの人混みを迷うことなく 

地元ならではの要所を楽しく散策させて頂き有り難かった。台湾育ちの私は中国の祭りに郷愁を憶えた。 

素晴らしい夜景の見える会場での懇親会。和やかな雰囲気の中で、長崎県女性薬の 

各支部の充実した活躍が頼もしく感じとられた。薬学６年制の教育カリキュラムを 

聞いて大学も学生も大変と思った。また、これからは薬剤師は何か得意分野を極め 

た方が有利と感じた。そして、最後に北島先生が前のお二方の講話の流れをくみ取 

られた男女共同参画社会の話は巧みだった。（前佐賀県薬 副会長  宮地信子） 

★長崎県女性薬剤師は、薬局経営や今後の薬局業務の展開や利益などを商売として 

捉えて仕事をしている方が多いなと思いました。これからの活動に期待できると感 

じ心強い味方を得たと思いました。講演内容はそれぞれに興味深く、地元に薬科大学 

を持たない私たちには羨ましい限りでした。佐賀県女性薬の北島先生の男女共同参画社会のお話は長崎県女

性薬剤師に益々の力を与えたように感じました。（田中須磨代） 

★長崎国際大学での６年制カリキュラムの特徴として、臨床栄養学・食品機能学、 

教養では茶道文化を取り入れ感性を養う講座。宇宙での薬の効果。 

CBT(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰによる教養試験)とOSCE(実技テスト)をクリアして外部に実習に行く。 

その為に模擬ｸﾘｰﾝﾙｰﾑや模擬病室、ＤＩ室、調剤ｺｰﾅｰを設置してありました。 

また、これまでは機能分化の時代だったが、今後は個性の時代になっていく。 

薬剤師は経験、事例を教えることが大切でその為に症例収集の必要性を感じた。男女共同参画社会とは女性

の地位向上ではなく性別に関わりなく個性と能力を発揮することができる社会である。女性も機会がある時

は「ハイ！私がやります」と言いましょう。（徳渕昭代） 

★長崎大学医学部付属病院薬剤部長の佐々木先生の「何故６年制にするのか」のお話の中で、 
薬学部生と医学部生を比べると、４年生まではどちらかというと薬学部生が優秀だったりする。 
しかし、５，６年生になると医学部生がぐんと成長してくる。それは毎日の臨床実習の中で、 
日々患者と向き合い真摯にならねばならないことを患者から学び、また臨床現場での医師の真剣な態度に学

んでいくからであると。初心にもどり、患者さんの話に耳をかたむけようと改めて思いました。（園部節子） 

★これまでの女性薬、これからの女性薬の活動の変化を感じる交流会でした。女性特有の甘えや逃げではも

う薬剤師の職能は発揮できません。「薬学６年制なんか怖くない」みんなで頑張りましょう。（宮地和子） 
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＜症例報告＞ 
  女性薬では皆様の症例収集を行っています。開局薬局は処方内容が偏ることが多いのでいろんな症例を
共有したいと思います。報告していただいた内容は皆様に還元する予定にしています。小さなことでも新
鮮に思えることも多いかと思います。記載方法は自由です。（徳渕） 
 
 （症例）    55歳   男性  （広域病院処方）    
  Rp. セフゾンカプセル  ３Ｃ   ３×毎食前 
さっそく疑義照会。「食前の方が良いと聞いているのでそのまま出して」とＤｒ．の返事でした。 
添付文書は１日３回経口投与とだけ。すぐにﾒｰｶｰDI ｾﾝﾀｰに問い合わせ。 
あまり関係ないと言われましたが、インタビューフォームを入手。 
半減期はもちろんのことＡＵＣが空腹時は食後に比べて、1.5倍ぐらいではありませんか。 
セフゾンはＦｅ剤とのキレートは有名ですよね。関係あるのでしょうか。 
でも空腹時と食後がこんなに違うとは。ご存知でしたか？ 
ちなみにケフラールは空腹時は吸収が早すぎてすぐ代謝されてAUCが少ないです。 
   

＜挑戦してみませんか？＞第９０回薬剤師国家試験問題から 
①糖尿病の合併症に関する記述のうち、正しいものの組み合わせはどれか？ 
a. 下肢末端病変として、潰瘍や壊疽が生じる。 
b. 腎症では、初期に微量ｱﾙﾌﾞﾐﾝ尿が出現する。 
c. 細小血管障害は末梢神経障害の一因である。 
d. ｹﾄｱｼﾄﾞｰｼｽでは、呼気にｱﾝﾓﾆｱ臭を伴う。 
e. 糖尿病の合併症として、網膜症を発生することはまれである。。 

1（ a, b, c ）2 ( a, b, e )  3 ( a, c, d)  4 ( b, d,e )  5 ( c, d, e ) 
②骨粗しょう症の治療に関する記述のうち、正しいものの組み合わせはどれか？ 
a. 閉経後、骨粗しょう症に対しては、骨吸収促進作用を有するﾋﾞｽﾌｫｽﾌｫﾈｰﾄ製剤が用いられる。 
b. ﾒﾅﾃﾄﾚﾉﾝは食後投与では、吸収が低いので空腹時に服用すべきである。 
c. 骨痛がある場合には、ｶﾙｼﾄﾆﾝ製剤が適応となる。 
d. ﾜﾙﾌｧﾘﾝｶﾘｳﾑ服用中の患者にﾒﾅﾃﾄﾚﾉﾝを投与すべきでない。 

1 ( a, b )  2 ( a, ｃ)  3 ( b, c )  4 ( b, d )  5( c, d ) 
 

（ちょっと一言） 

興味をそそる話がラジオから流れてきた。土曜の５時から始まる知事の番組での話。電気器具の不具合は、ホコリに

よるものが多いとのこと。早速、我が家の１５年もののテレビで試してみた。思いっきり両サイドをひっぱたいてみた。お

見事！中のホコリが落ちたらしくモノクロ化しつつあった画面のカラーがよみがえったのです。そういえば銀行のATMがい

くら指先でタッチしても動かなかった事を思い出した。どうもあれは指先の水分不足だったらしい。ウン十年ものの私の

指も水分さえ補給できれば、しばらくはもちそうである。文明の利器を使いこなすのは結局は人間なのかなと意外な所

で気づかされた。（島田） 

 
《保険用語集》日本女性薬剤師会研修会テキスト～役に立つ資料集～より（2005年度版） 

 
・減免：徴収するべき負担金を免除すること 
・処方せん写し：処方せんをコピーしたもの。コピーは日本的表現であり、英語ではphotocopyとなる。 
        日本語では「写し」である 
・マスタ：レセプト請求の為のｺｰﾄﾞに、価格や点数、算定条件などの各種情報を付加した電子的ﾏｽﾀﾌｧｲﾙ 
・母子：市町村が行っている母子家庭への医療費助成制度。現在では「ひとり親」と表現が変わり、父子

家庭も含まれる。 
・自調剤：自分の保険薬局で、経営者や従業員の処方せんを調剤し保険請求を行った場合をさす。多くの

場合薬剤料は保険請求できるが、他のﾌｨｰ、特に指導料・情報提供料は認められないことが多
い。 

 
[お知らせ] 
        平成１８年度の診療ガイドライン薬剤コース： 申し込みは２月２８日までです。 

    後期スクーリング講習会：３月１２日（日）9：00～14：50 
                    佐賀県薬剤師会館 ２階 研修ホール 
            ☆ 診療ガイドラインを受講されていない先生方も 

男女を問わずどなたでも参加できます。  
 

解答：①－１  ②－５ 


